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名前・学部・学科等  堀照夫・大学院・工学研究科・ファイバーアメニティ工学専攻 
研究情報の分類 ■シーズ  □特許  □新製品  □分析/解析  □調査 
研究分野の分類 ９ 
以下の１８項目から一つ選び番号を左欄に記入する。 
1.物理系 2.エネルギー系 3.化学系 4.バイオ系 5.環境系 6.海洋･宇宙系 7.交通系 
8.機械系 9.材料系 10.電子･電気系 11.情報系 12.建築･建設系 13.医学系  
14.健康･保険系 15.看護・福祉系 16.農業･林業系 17.水産･畜産系 18.その他    
重点研究分野への該当 □ ＩＴ □ ナノ □ バイオ ■ 環境・エネルギー □ その他 
キーワード(5 個以内) 機能性色素 ポルフィリン 水素生産 水の還元  
研究情報の名称 金属ポルフィリンを用いた可視光励起水素生産システム 
概要：有機色素スズポルフィリンの誘導体（SnTPP）が優れた光増感作用、電子伝達機能などの機能
を併せ持つことを発見し、この化合物を用いた水の光励起還元反応による水素の生産システムを研究
している。水素生産システムとしての実用化を目指し、有機色素を高分子に固定化した系としては世
界最高レベルの水素発生速度を記録し、システム構築に成功している。また、SnTPP を酸化剤ルテ
ニウム錯体と組み合わせ、可視光照射下で水が酸化され、酸素を生産する系の構築にも成功している。
新規性：SnTPP が光増感作用と電子伝達機能を併せ持ち、従来のような有毒な電子伝達剤ビオローゲ
ンを用いない系をはじめて見出している。別に進めている水の光励起酸化反応と組み合わせれば、膜
を介して一方側で水素をもう一方側で酸素を生産させる「水の完全酸化還元反応」システムも構築で
きる。 
応用例：燃料電池用の水素供給システム、燃料電池の電極の製造、酸素の出る繊維の調製など。 
グラフィカルな社会還元までのチャート 
関連している企業・大学・団体等 地域の繊維企業各社、工業技術センター 
関連する特許 1件 なし 
関連する論文 1編  
 
 
SnTPPは光増感剤及び
電子伝達剤として作用
する！ 
燃料電池用高効率水素
生産システム 
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と固定化技術 
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